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 許可基準目次 1 

本許可基準の位置づけ 

 

 

滋賀県では、宅地造成及び特定盛土等規制法（昭和 36 年法律第 191 号。以下「盛土規制法」と

いう。）に基づき申請された盛土等の許可等に関して、法令の定めに従って判断するための審査基

準を定めています。 

本許可基準は、次のとおり三部構成としています。 

 第Ⅰ部 手引き編 

 第Ⅱ部 技術的基準編 

 第Ⅲ部 様式編 

 

この許可基準は、行政手続法に基づく審査基準としており、盛土規制法の規定に基づく盛土等の

工事および関連する事業に適用します。ただし、当該行為に係る関係法令に別途、定めがある場合

には、各法令等にも適合することが必要です。 
 
第Ⅰ部の手引き編は、主に盛土規制法に基づく申請手続き全般に関することを記載したもので

す。具体的には、盛土等の許可および届出にかかる手続きを記載しています。 

 

第Ⅱ部のこの技術的基準編は、主に盛土規制法第 13 条および第 31 条の宅地造成等に関する工事

の技術的基準に関する内容を具体的に記載したものです。 
なお、この技術的基準において特に定めのないものについては、次の図書等を参考としてくださ

い。 
① 宅地造成及び特定盛土等規制法の施行に当たっての留意事項について（技術的助言） 
（令和 5 年 5 月 26 日 国土交通省都市局長、農林水産省農村振興局長および林野庁長官発都道 
府県宅地盛土規制担当部局長あて文書） 

② 盛土等防災マニュアルの解説 
（編集：盛土等防災研究会、発行：株式会社ぎょうせい） 
 

（参考）行政手続法（平成５年法律第８８号）抜粋 

 行政庁は、申請により求められた許認可等をするかどうかをその法令の定めに従って判断す

るために必要とされる基準（以下、「審査基準」という。）を定めるものとする。審査基準

は、当該許認可等の性質に照らしてできる限り具体的なものとしなければならない。（行政

手続法第 2 条、第 5 条第 2 項） 

 行政庁は、行政上特別の支障があるときを除き、法令により申請の提出先とされている機関

の事務所における備付けその他の適当な方法により審査基準を公にしておかなければなら

ない。（行政手続法第 5条第 3 項） 

 行政手続法および行政手続条例に基づく審査基準は下記をご覧ください。 

https://www.pref.shiga.lg.jp/kensei/zyourei/308809/308802/ 

 

 

 

 

この許可基準は、工事主等が滋賀県において申請手続をする場合の取扱いを示したものです。 
中核市（大津市）、事務委任市においては、独自に許可基準等を策定している場合があります。 
このため、本許可基準の取扱いとは異なる部分もありますので、あらかじめ、各市にお問い合

わせください。 
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